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～情報開示を通したサステナビリティ経営の基盤強化～

サステナビリティ情報開示のご支援について
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■企業の課題はより多様化・高度化が進んでいます。
それに伴いIR部門単独の課題から全社レベルの経営課題へ拡大しています。

企業の課題は多様化・高度化

社会的価値の創出×経済的価値の創出

資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応

アクティビスト提案対応
不採算事業の売却、経営陣刷新、事業戦略見直し

企業理念・パーパス
長期ビジョン・マテリアリティ・中期経営計画

事業戦略・財務戦略・未財務戦略

政策保有株式の縮減
長期視点での株主構成構築

市場認知度・流動性向上
個人投資家との双方向コミュニケーション
情報開示の充実及びグローバル投資家との対話促進

中長期のFCF創出
事業ポートフォリオマネジメントの強化
キャピタルアロケーション

スチュワードシップ活動の実質化
投資家による協働エンゲージメント

取締役会の実効性向上
独立社外取締役の機能強化、社外取締役と投資家の対話

DX・生成AI活用
IR関連業務活用（英文開示資料作成等）

価値創造プロセス
インプット・ビジネスモデル・アウトプット・

アウトカム・インパクト

サステナビリティ情報開示基準
ISSB（国際サステナビリティ基準審議会）
SSBJ（サステナビリティ基準委員会）

業務運営効率化・安定化
サイト運用の自由度・生産性向上
大規模・複雑化サイトをシンプル管理

人的資本経営
経営戦略と人材戦略の同期

非財務資本の強化
人的資本・知的資本・社会関係資本・製造資本・自然資本

ロジックモデル
長期的な財務的影響の明示

価値創造ストーリー
戦略的焦点と将来志向・情報の結合性

サステナビリティを意識した経営
国際的な比較可能性を確保したサステナビリティ開示・保証制度

有価証券報告書等
サステナビリティに関する考え方及び取り組み
ガバナンス・戦略・リスク管理・指標及び目標
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■気候変動に端を発した世界各国の深刻な災害、地政学リスクの高まりなど、企業経営を取り巻く環境は大き
く変化しています。企業と社会の本質的なサステナビリティをいかに実現するかが企業に問われています。

2024年 環境変化と求められる企業像・経営の在り方

企業を取り巻く環境変化

この枠内に事例とポイントを収める
世界の分断・AIの進展・環境・社会の規制強化

↓
求められる企業像・経営の在り方

より長期視点での持続可能性が問われる世の中に
↓

求められる企業像・戦略の在り方

「ステークホルダー資本主義」から3年
↓

求められる企業像・経営の在り方

国際的な情報開示基準の構築、開示の在り方検討・投資家との対話
↓

求められる開示の在り方

サステナビリティを含む
リスク管理を盤石にする 資本効率性を重視した経営

長期視点で将来社会を見据え
戦略を実現するための
非財務戦略を策定実現する企業

多様な価値観・考え方を踏まえ
自社の行動を変革できる企業

ステークホルダーと協働し
より大きなインパクトを
創出できる企業

非財務情報開示の動向を
踏まえ、自社の独自性を
ストーリー化して示せる企業

非財務資本やESGの取り組みの
財務への影響を

ロジカルに説明できる企業

1.
環境変化

2.
価値観

環境・社会のサステナビリティを含めた
リスク低減と資本効率性の両立できるレジリエントな組織体

サプライチェーン全般を視野に入れた
インプット・アウトカム・社会的インパクトを可視化・戦略化

パーパス起点の長期戦略を策定・取り組む
戦略を実現するための非財務戦略を策定

義務的な情報開示から、戦略的コミュニケーションへ
マテリアリティと非財務資本を財務と関連付け説明

3. 
経営の視点

4.
情報開示

自社の存在意義（パーパス）の
もと社会的課題を事業機会に
結び付け成長できる企業

企業がすべきこと

企業と社会の
サステナビリティ
の実現
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1. 変化への対応：世界の分断、AIの進展、サステナビリティに関する社会の要請の高まりから、サイバーセキュリ
ティ、地政学リスク、気候変動、生物多様性、人権など多様な課題への対応が求められています。また、日本国内
では資本効率性を重視した経営が求められるなかで、リスクの低減と資本効率性の向上の両立が必須です。

2. 価値観：企業経営における重要課題を特定するための尺度「マテリアリティ」について環境・社会が企業財務に与
える影響と企業活動が外部の環境や社会に与える影響の二つの面から判断すべきとの議論があり、サプライチェー
ン全般を視野に入れたインプット・アウトカム・社会的インパクトを可視化・戦略化するサステナビリティ経営が
必要となっています。

3. 経営の視点：前記を背景に「長期視点の経営の必要性」が増しています。企業の目的や存在意義を明確化したうえ
で多くのステークホルダーの利益や広い社会的責任と結びついた企業価値・目標を明確化するとともに、経営戦略
に組み込んでいくことが必要です。

4. 情報開示の潮流：ISSBとCSRDという2つのサステナビリティ開示基準により国際的な基準の統一化が図られようと
しています。日本国内では任意・義務含めた企業の情報開示を整理し、複数の書類の一体開示などで企業の過度な
負担を抑えると同時に投資家に必要な情報を届けやすくする方法が模索されています。IRは、CFOはじめ経営層が
主体となり、全社視点から義務的な情報開示ではなく戦略的コミュニケーションをしていくことが必要です。

総括

2024年 環境変化と求められる企業像・経営の在り方
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サステナビリティ情報開示支援における野村IRの強み
～情報開示を通じて企業の変革を後押し～

現状の開示状況から「情報開示の課題」と「組織・経営の課題」を見きわめ、
l 変わり続ける資本市場のニーズや、サステナビリティの最新動向を踏まえ、企業の
持つ独自性を最大限に引き出し、情報開示を着実に進化させます。

l 経営層と現場、現場の各部署間に組織的な統一見解がない場合、組織全体を俯瞰し
てつなぐ役割を担います。

l 一貫性のあるメッセージを発信できるよう、ロジカルで説得力のある情報開示を外
部視点からアドバイスします。

野村IRの強み
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投資家をはじめさまざまなステークホルダーがサステナビリティ情報の開示を強く求めるようになってきてい
ます。野村IRは、情報開示のご支援を通じて、お客様企業の「見えない価値」に関わる情報を「可視化」し、
お客様企業が「伝えたい」情報が適切かつ効率的に「伝わる」よう、開示のご支援をいたします。

サステナビリティコンサルティングについて

Start-up
サステナビリティ経営
スタートアップ支援

pサステナビリティ（ESG要素を含む中
長期的な持続可能性）経営推進に関わる
情報整理
pサステナビリティに関わる各課題の情報
整理

Phase I
価値創造ストーリー
策定支援

Phase II
サステナビリティ経営の
進化にむけた情報開示支援

Phase III
統合思考に基づく
戦略策定・開示支援

p独自の強み・ビジネスモデルを中核と
した、過去・現在・将来にわたる価値
創造に関わる情報の整理及びストー
リー化のご支援

p無形資産・重要なESGへの取り組みなど、
サステナビリティ情報の可視化・充実化
のご支援

pパーパス、長期ビジョン・中期経営計
画策定支援
pマテリアリティ策定支援
p財務・非財務戦略開示支援

統合報告書
策定支援

サステナビリティレポート
策定支援

統合報告・ESG説明会
開催支援

レポーティング・コミュニケーション戦略支援（「伝えたいを伝わるに」）
財務・非財務の両面からサステナビリティに関する情報を整理し、

冊子・Website・説明会等適切な媒体を活用して適切かつ効率的に伝わる方法についてご支援します。

サステナビリティ情報開示支援（「見えない価値を可視化する」）
サステナビリティ（ESG要素を含む中長期的な持続可能性）経営を推進するうえで

必要な情報整理について、お客様のステージとご要望に応じて、投資家視点からアドバイスをいたします。

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 経 営 の 進 化

情報開示の進化
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長期ビジョンの実現に向けて歩むロードマップを、非財務資本の強化、サステナビリティ課題への取組みを含
めた独自の価値創造ストーリーとして社内外に発信します。

課題解決に向けて【例①】
長期視点でお客様の変革を後押し

※ ISSBによるIFRSサステナビリティ開示基準（S1）：
サステナビリティ関連財務情報の開示項目に対する全般的要求事項

2027年

2024年

2026年

課題の可視化（企業が認識する課題＋外部視点の課題）→課題解決に向けて仮説を立てる
（長期ビジョンの実現に向けたロードマップをストーリー化）

価値創造ストーリーを構築、非財務資本強化の取組みの可視化
（長期ビジョン、目標を実現できる強みの連鎖／バリューチェーンを可視化）

価値創造の源泉となる非財務資本を全社視点で明確化し、各資本の強化策を戦略化

全社視点でマテリアリティを再検討、目標に向けて推進する仕組みを構築
（ ISSBによるIFRSサステナビリティ開示基準（S1）に基づくものとする※ ）

非財務資本の強化により事業戦略を実現し、財務目標を達成するロジックを構築

ワンメッセージで社内外に発信

1

2

3

4

5

2025年



年 2024年 2025年 2026年
月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

IRスケジュール

プロジェクトⅠ

価値創造ストーリー
策定プロジェクト

プロジェクトⅡ
非財務資本戦略策定
・マテリアリティ検討
プロジェクト

プロジェクトⅢ

中期経営計画における
事業戦略と非財務戦略
の結合プロジェクト
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課題解決に向けて【例②】
ソリューションの複合化で段階的に解決

株主総会

第1四半期
決算発表

第2四半期
決算発表

第3四半期
決算発表

通期
決算発表

第1四半期
決算発表

第2四半期
決算発表

第3四半期
決算発表

通期
決算発表

第1四半期
決算発表

第2四半期
決算発表

株主総会

価値創造ストーリー策定
2

事業戦略と
非財務戦略の結合
5

非財務資本戦略策定
3

マテリアリティ再検討
4 中期経営計画公表

（仮）

成長の軸の明確化と
目指す姿へのロードマップ構築
1

（約6か月）

（約6か月）

（約6か月）

（約6か月） ワンメッセージで社内外に発信

統合報告書発行
（仮）

プロジェクトⅠ
価値創造ストーリー策定プロジェクト

長期ビジョンを実現する
ロードマップをストーリー化

成長の軸の明確化と目指す
姿へのロードマップ構築
(1)存在意義
(2)成長の軌跡
(3)現在の姿

(4)競争力の源泉
(5)ビジネスモデル
(6)価値創造プロセス
(7)持続的成長に向けて

プロジェクトII
非財務資本・マテリアリティ検討プロジェクト
価値創造の源泉となる非財務資本を明確化
全社視点でマテリアリティを再検討

(1)人的資本戦略
(2)知的資本戦略・DX
(3)製造・自然・環境戦略
(4)資本政策
(5)非財務資本と重要課題

(6) バリューチェーン
(7)リスクと機会
(8) 特定プロセス
(9) マテリアリティの指標
(10) 社会的インパクト

プロジェクトIII
事業戦略と非財務戦略の結合プロジェクト

事業戦略と非財務戦略の結合

(1)中計の位置づけ・目標
(2)前中計の振り返り
(3)中計期間の事業環境
(4)中期経営計画基本方針
(5)非財務資本戦略基本方針

(5) マテリアリティと指標
(6)社会的インパクト 
(7)財務・非財務関連性の可視化 
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■企業の課題はより多様化・高度化が進んでいます。
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■気候変動に端を発した世界各国の深刻な災害、地政学リスクの高まりなど、企業経営を取り巻く環境は大きく変化しています。企業と社会の本質的なサステナビリティをいかに実現するかが企業に問われています。

2024年　環境変化と求められる企業像・経営の在り方

企業を取り巻く環境変化

　この枠内に事例とポイントを収める

　　世界の分断・AIの進展・環境・社会の規制強化

↓

求められる企業像・経営の在り方









より長期視点での持続可能性が問われる世の中に

↓

求められる企業像・戦略の在り方











「ステークホルダー資本主義」から3年　

↓

求められる企業像・経営の在り方









　　　　国際的な情報開示基準の構築、開示の在り方検討・投資家との対話

↓

求められる開示の在り方











サステナビリティを含む

リスク管理を盤石にする

資本効率性を重視した経営

長期視点で将来社会を見据え

戦略を実現するための

非財務戦略を策定実現する企業

多様な価値観・考え方を踏まえ

自社の行動を変革できる企業

ステークホルダーと協働し

より大きなインパクトを

創出できる企業

非財務情報開示の動向を

踏まえ、自社の独自性を

ストーリー化して示せる企業

非財務資本やESGの取り組みの財務への影響を

ロジカルに説明できる企業

1. 

環境変化

2. 

価値観

環境・社会のサステナビリティを含めた

リスク低減と資本効率性の両立できるレジリエントな組織体　

サプライチェーン全般を視野に入れた

インプット・アウトカム・社会的インパクトを可視化・戦略化









パーパス起点の長期戦略を策定・取り組む

戦略を実現するための非財務戦略を策定

義務的な情報開示から、戦略的コミュニケーションへ

マテリアリティと非財務資本を財務と関連付け説明









3. 

経営の視点

4. 

情報開示

自社の存在意義（パーパス）のもと社会的課題を事業機会に

結び付け成長できる企業

企業がすべきこと







企業と社会の

サステナビリティ

の実現
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変化への対応：世界の分断、AIの進展、サステナビリティに関する社会の要請の高まりから、サイバーセキュリティ、地政学リスク、気候変動、生物多様性、人権など多様な課題への対応が求められています。また、日本国内では資本効率性を重視した経営が求められるなかで、リスクの低減と資本効率性の向上の両立が必須です。

価値観：企業経営における重要課題を特定するための尺度「マテリアリティ」について環境・社会が企業財務に与える影響と企業活動が外部の環境や社会に与える影響の二つの面から判断すべきとの議論があり、サプライチェーン全般を視野に入れたインプット・アウトカム・社会的インパクトを可視化・戦略化するサステナビリティ経営が必要となっています。

経営の視点：前記を背景に「長期視点の経営の必要性」が増しています。企業の目的や存在意義を明確化したうえで多くのステークホルダーの利益や広い社会的責任と結びついた企業価値・目標を明確化するとともに、経営戦略に組み込んでいくことが必要です。

情報開示の潮流：ISSBとCSRDという2つのサステナビリティ開示基準により国際的な基準の統一化が図られようとしています。日本国内では任意・義務含めた企業の情報開示を整理し、複数の書類の一体開示などで企業の過度な負担を抑えると同時に投資家に必要な情報を届けやすくする方法が模索されています。IRは、CFOはじめ経営層が主体となり、全社視点から義務的な情報開示ではなく戦略的コミュニケーションをしていくことが必要です。

総括

2024年　環境変化と求められる企業像・経営の在り方
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サステナビリティ情報開示支援における野村IRの強み

～情報開示を通じて企業の変革を後押し～



現状の開示状況から「情報開示の課題」と「組織・経営の課題」を見きわめ、

変わり続ける資本市場のニーズや、サステナビリティの最新動向を踏まえ、企業の持つ独自性を最大限に引き出し、情報開示を着実に進化させます。

経営層と現場、現場の各部署間に組織的な統一見解がない場合、組織全体を俯瞰してつなぐ役割を担います。

一貫性のあるメッセージを発信できるよう、ロジカルで説得力のある情報開示を外部視点からアドバイスします。



野村IRの強み
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投資家をはじめさまざまなステークホルダーがサステナビリティ情報の開示を強く求めるようになってきています。野村IRは、情報開示のご支援を通じて、お客様企業の「見えない価値」に関わる情報を「可視化」し、お客様企業が「伝えたい」情報が適切かつ効率的に「伝わる」よう、開示のご支援をいたします。



サステナビリティコンサルティングについて





Start-up

サステナビリティ経営

スタートアップ支援

サステナビリティ（ESG要素を含む中長期的な持続可能性）経営推進に関わる情報整理

サステナビリティに関わる各課題の情報整理

Phase I

価値創造ストーリー

策定支援

Phase II

サステナビリティ経営の

進化にむけた情報開示支援

Phase III

統合思考に基づく

戦略策定・開示支援

独自の強み・ビジネスモデルを中核とした、過去・現在・将来にわたる価値創造に関わる情報の整理及びストーリー化のご支援

無形資産・重要なESGへの取り組みなど、サステナビリティ情報の可視化・充実化のご支援

パーパス、長期ビジョン・中期経営計画策定支援

マテリアリティ策定支援

財務・非財務戦略開示支援

統合報告書

策定支援

サステナビリティレポート

策定支援

統合報告・ESG説明会

開催支援

レポーティング・コミュニケーション戦略支援（「伝えたいを伝わるに」）

財務・非財務の両面からサステナビリティに関する情報を整理し、

冊子・Website・説明会等適切な媒体を活用して適切かつ効率的に伝わる方法についてご支援します。

サステナビリティ情報開示支援（「見えない価値を可視化する」）

サステナビリティ（ESG要素を含む中長期的な持続可能性）経営を推進するうえで

必要な情報整理について、お客様のステージとご要望に応じて、投資家視点からアドバイスをいたします。

サステナビリティ経営の進化

情報開示の進化
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長期ビジョンの実現に向けて歩むロードマップを、非財務資本の強化、サステナビリティ課題への取組みを含めた独自の価値創造ストーリーとして社内外に発信します。

課題解決に向けて【例①】
長期視点でお客様の変革を後押し

※ ISSBによるIFRSサステナビリティ開示基準（S1）：

サステナビリティ関連財務情報の開示項目に対する全般的要求事項

2027年

2024年

2026年











　　課題の可視化（企業が認識する課題＋外部視点の課題）→課題解決に向けて仮説を立てる

（長期ビジョンの実現に向けたロードマップをストーリー化）

価値創造ストーリーを構築、非財務資本強化の取組みの可視化

（長期ビジョン、目標を実現できる強みの連鎖／バリューチェーンを可視化）

価値創造の源泉となる非財務資本を全社視点で明確化し、各資本の強化策を戦略化

全社視点でマテリアリティを再検討、目標に向けて推進する仕組みを構築

（ ISSBによるIFRSサステナビリティ開示基準（S1）に基づくものとする※ ）

非財務資本の強化により事業戦略を実現し、財務目標を達成するロジックを構築









ワンメッセージで社内外に発信



1

2

3

4

5



2025年





















































		年		 2024年														 2025年																								 2026年																						

		月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		4月		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		4月		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月

		IRスケジュール																																																														

		プロジェクトⅠ

価値創造ストーリー
策定プロジェクト																																																														

		プロジェクトⅡ

非財務資本戦略策定
・マテリアリティ検討プロジェクト
																																																														

		プロジェクトⅢ

中期経営計画における事業戦略と非財務戦略の結合プロジェクト																																																														
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課題解決に向けて【例②】
ソリューションの複合化で段階的に解決

株主総会

第1四半期

決算発表



第2四半期

決算発表



第3四半期

決算発表



通期

決算発表



第1四半期

決算発表



第2四半期

決算発表



第3四半期

決算発表



通期

決算発表





第1四半期

決算発表



第2四半期

決算発表





株主総会



価値創造ストーリー策定

2

事業戦略と

非財務戦略の結合

5

非財務資本戦略策定

3









マテリアリティ再検討

4



中期経営計画公表

（仮）



成長の軸の明確化と

目指す姿へのロードマップ構築

1

（約6か月）

（約6か月）

（約6か月）

（約6か月）



ワンメッセージで社内外に発信



統合報告書発行

（仮）







プロジェクトⅠ

価値創造ストーリー策定プロジェクト

長期ビジョンを実現する

ロードマップをストーリー化



成長の軸の明確化と目指す

姿へのロードマップ構築

(1)存在意義

(2)成長の軌跡

(3)現在の姿



(4)競争力の源泉

(5)ビジネスモデル

(6)価値創造プロセス

(7)持続的成長に向けて

プロジェクトII

非財務資本・マテリアリティ検討プロジェクト

価値創造の源泉となる非財務資本を明確化

全社視点でマテリアリティを再検討

(1)人的資本戦略

(2)知的資本戦略・DX

(3)製造・自然・環境戦略

(4)資本政策

(5)非財務資本と重要課題



(6) バリューチェーン

(7)リスクと機会

(8) 特定プロセス

(9) マテリアリティの指標

(10) 社会的インパクト

プロジェクトIII

事業戦略と非財務戦略の結合プロジェクト

事業戦略と非財務戦略の結合



(1)中計の位置づけ・目標

(2)前中計の振り返り

(3)中計期間の事業環境

(4)中期経営計画基本方針

(5)非財務資本戦略基本方針



(5) マテリアリティと指標

(6)社会的インパクト 

(7)財務・非財務関連性の可視化 
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